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古
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７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

三
角
田
遺
跡
は
、
高
田
平
野
を
南
北
に
流
れ
る
関
川
右
岸
の
自
然
堤
防
上
に

立
地
す
る
。
関
川
右
岸
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
そ
れ
に
合
流
す
る
小
河
川
な
ど

の
自
然
堤
防
上
に
古
代
の
集
落

遺
跡
が
検
出
、
調
査
さ
れ
て
き

た
。
古
代
で
は
越
後
国
頸
城
郡

津
有
郷
に
あ
た
る
地
域
で
あ
る
。

『和
名
抄
』
に
よ
る
と
、
越
後

国
府
は
頸
城
郡
に
所
在
し
た
こ

瑯
と
が
知
ら
れ
、
そ
の候
補
と
さ

訥

れ
る
上
越
市
今
池
遺
跡
と
は
直

線
距
離
で
約
三
ｋｍ
の
位
置
に
あ

る
。
顕
城
郡
家
は
今
池
遺
跡
よ
り
さ
ら
に
南
の
妙
高
市

（旧
新
井
市
）
栗
原
遺

跡
と
推
定
さ
れ
、
本
遺
跡
か
ら
は
約
九
臨
の
位
置
に
あ
る
。　
一
方
、
近
接
す
る

戸
野
目
集
落
は
、
近
世
に
は
高
田
城
下
か
ら
魚
沼
方
面
へ
向
か
う
街
道
の
起
点

と
な
っ
た
地
点
で
あ
る
。
こ
の
街
道
は
山
中
を
通
る
陸
路
で
、
通
過
で
き
る
場

所
が
限
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
上
杉
氏
の
関
東
攻
め
や
古
代
に
お
い
て
も
ほ
ぼ

同
じ
ル
ー
ト
が
用
い
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
本
遺
跡
は
頸
城
郡
と
魚
沼
郡
、
関
東

を
結
ぶ
重
要
な
地
点
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

調
査
の
結
果
、
人
世
紀
後
半
以
降
を
中
心
と
す
る
上
層
と
人
世
紀
前
半
の
下

層
の
遺
構
面
を
確
認
し
た
。
木
簡
が
出
土
し
た
下
層
は
、
遺
物
が
出
上
し
な
い

砂
質
の
洪
水
層
に
覆
わ
れ
、
上
層
か
ら
の
遺
物
の
混
入
は
な
い
。

下
層
で
は
、
雨
落
溝
な
ど
が
め
ぐ
る
掘
立
柱
建
物
五
棟
が
検
出
さ
れ
た
。
こ

の
う
ち
、
長
軸
方
向
を
揃
え
同
時
期
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
Ｓ
Ｂ
三
と
Ｓ

Ｂ
四
の
南
側
に
は
、
畑
と
思
わ
れ
る
畝
状
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
遺
物
は
高
田

平
野
周
辺
の
丘
陵
で
焼
成
さ
れ
た
須
恵
器
や
土
師
器
の
杯
類
、
長
頸
重
、
甕
類

な
ど
で
、
須
恵
器
の
中
に
は
転
用
硯
も
み
ら
れ
る
。
土
器
の
年
代
は
人
世
紀
初

頭
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ほ
か
に
、
木
製
品
や
砥
石
な
ど

も
出
土
し
た
。
転
用
硯
も
含
ま
れ
る
が
、
主
な
土
器
の
構
成
が
貯
蔵
具
や
煮
炊

具
で
あ
り
、
畝
状
遺
構
を
含
め
て
考
慮
す
る
と
、
全
般
的
に
官
衛
と
い
う
よ
り

も
集
落
的
な
様
相
が
強
い
。

木
簡
は
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
五
の
北
西
隅
の
柱
穴
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｂ

五
の
柱
穴
の
中
で
、
木
簡
が
出
土
し
た
柱
穴
と
も
う

一
カ
所
だ
け
、
柱
根
が
残



存
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
意
図
的
に
抜
か
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
木
簡
は
そ

の
抜
取
穴
埋
土
か
ら
、
表
面
を
柱
穴
底
部
に
向
け
、
木
簡
の
上
端
を
下
に
す
る

斜
め
に
傾
い
た
状
態
で
出
土
し
た
。
こ
の
柱
穴
内
か
ら
の
共
伴
遺
物
は
な
い
が
、

Ｓ
Ｂ
五
の
雨
落
溝
か
ら
は
須
恵
器
が
十
数
点
と
土
師
器
片
が
少
量
出
土
し
て
い

Ｚや
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

⑪
　
。
「献
進
下
□
口
□
□
□

〔倉
力
〕

。
「□
日
日
日
日
日
日
日
回

（
］
∞
∞
）
×
的
∞
×
り
　
ｏ
Ｐ
ｏ

上
端
部
は
円
頭
形
で
あ
る
。
表
面
の
上
端
か
ら
約
六
伽
下
ま
で
は
原
形
を
良

好
に
残
す
。
調
整
痕
、
墨
痕
も
明
瞭
で

「献
進
下
」
は
肉
眼
で
判
読
で
き
る
。

そ
れ
以
下
は
腐
蝕
に
よ
り
次
第
に
先
細
り
、
下
端
部
は
原
形
を
確
認
で
き
な
い
。

ま
た
、
上
端
よ
り
六
―

一
二
側
に
か
け
て
は
表
面
の
右
半
分
を
久
損
し
て
い
る
。

下
半
部
は
文
字
の
一
部
と
思
わ
れ
る
墨
痕
が
見
出
せ
る
が
、
判
読
は
で
き
な
い
。

表
の
中
央
や
や
下
寄
り
の
一
字
は

「部
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
木
簡
全
体
に
若

干
の
招
山
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
元
の
形
状
か
廃
棄
後
の
土
圧
な
ど
に
よ
る

も
の
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

裏
面
は
上
端
か
ら
約
二
帥
ま
で
が
腐
蝕
も
少
な
く
、
調
整
痕
も
確
認
で
き
る
。

残

っ
た
墨
痕
か
ら

「倉
」
も
し
く
は

「食
」
な
ど
で
あ
ろ
う
が
、
確
定
は
で
き
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な
い
。
こ
れ
以
下
は
腐
蝕
が
著
し
く
、
墨
痕
や
調
整
痕
は
確
認
で
き
な
い
。

判
読
で
き
た
表
面
の
三
文
字
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
字
数
が
少
な
い
こ
と
も

あ
り
、
い
ず
れ
の
文
字
に
着
目
す
る
か
で
い
く
つ
か
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。

一
つ
は

「下
」
に
着
目
し
、
「進
下
」
と
み
る
解
釈
で
あ
る
。
西
隆
寺
跡
出

土
の
請
求
木
簡
な
ど
に
類
例
が
あ
る
よ
う
に
、
請
求
品
の
下
付
を
求
め
る
意
味

で

「進
下
」
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
請
求
木
簡
の

冒
頭
に

「献
」
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
「請
」
が

一
般
的
な
こ
と
を
考
慮

す
る
と
、
請
求
木
簡
と
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

「献
」
に
着
目
す
る
と
、
東
大
寺
献
物
帳
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
献
上
に

関
す
る
木
簡
の
可
能
性
が
見
出
せ
る
。
但
し
、
文
書
な
ど
に
お
い
て
も

「献

進
」
の
用
例
は
見
出
し
に
く
い
の
で
、
む
し
ろ

「進
」
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、

「謹
進
上
…
」
の
木
街
の
例
が
あ
る
よ
う
に
、
「献
」
を
敬
意
を
示
す
と
理
解

し
た
上
で
、
進
上
木
簡
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
「下
」

は
進
上
し
た
物
品
名
か
、
そ
れ
を
行
な
っ
た
人
名

・
氏
族
名
な
ど
の
一
部
と
思

わ
れ
る
。

進
上
木
簡
と
し
て
も
、
木
簡
の
廃
棄
ま
で
の
ル
ー
ト
が
問
題
と
な
る
。
進
上

木
簡
は
通
常
、
進
上
先
の
上
級
官
司
な
ど
で
廃
棄
さ
れ
、
本
遺
跡
の
よ
う
な
集

落
的
な
遺
跡
で
の
廃
棄
は
想
定
し
が
た
い
。
し
か
も
、
進
上
木
簡
は
物
品
と
と

も
に
進
上
さ
れ
使
用
後
廃
棄
さ
れ
る
の
で
、
各
地
か
ら
物
資
が
集
積
す
る
地
点

で
複
数
点
数
出
土
す
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。
本
木
簡
の
よ
う
に

一
点
だ
け
出

土
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

一
方
、
物
資
や
進
上
木
簡
を
供
給

・
提
出
す
る
側
の
集
落
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
木
簡
が
未
使
用
の
ま
ま
廃
棄
さ
れ
た
と
す
る
の
に
十
分
な
根
拠
が
な
い
。

ま
た
、
物
資
が
木
簡
と
と
も
に
納
入
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
頸
城
郡
の
越
後
国

府
が
、
人
世
紀
前
半
と
い
う
時
期
に
ど
の
程
度
成
立
し
て
い
た
の
か
も
問
題
で
、

進
上
先
も
確
か
で
な
い
。
さ
ら
に
、
「献

（駄
こ

の
よ
う
な
難
解
な
文
字
を
、

当
時
の
村
落
で
正
確
に
書
け
る
の
か
と
い
う
疑
間
も
あ
る
。

た
だ
、　
一
つ
の
可
能
性
を
推
察
す
る
な
ら
ば
、
神
仏
へ
の
進
上
と
い
っ
た
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
。
富
山
県
北
高
木
遺
跡
出
土
三
号
木
簡
の

「道
長
大
神
進
上

…
」
と
記
さ
れ
た
類
例
が
あ
り

谷本
誌
第
一
七
号
）、
本
木
簡
が
柱
穴
か
ら
出
土

し
て
い
る
こ
と
、
神

へ
の
敬
意
を
示
す
目
的
で
進
上
に
代
わ
り

「献
」
が
記
さ

れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
地
鎮
め
の
目
的
で
土
公
神

・
地
祗
へ
の
進
土
木
簡
と
も

解
さ
れ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
点
数
が
少
な
い
こ
と
も
理
解
で
き
る
。

以
上
、
解
釈
に
は
不
明
な
点
が
多
く
、
木
簡
の
性
格
を
確
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
、
新
潟
県
内
で
は
八
幡
林
遺
跡
出
土
木
簡
と
と
も
に
数
少
な

い
人
世
紀
前
半
と
い
う
時
期
が
確
実
な
木
簡
と
し
て
重
視
さ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

新
潟
県
教
育
委
員
会

・
卸
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

『三
角
田
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（
一
般
国
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二
五
三
号
上
越
三
和
道
路
関
係
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅲ
、
二
〇
〇
五
年
）

（田
中
一
穂
）




